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明治３０（１８９７）年１月１７日創刊。ことし１１６周年。社是「東北振興」「不羈独立」 

⇒ 「東北復興」。被災地の新聞社として、寄り添い続ける 
 
 東北再生 ３分野１１項目の提言 「安全安心」「新産業創生」「東北の連帯」 
 
 震災アーカイブ ５つのスタンス 

 ①報道機関として 「１０００年に一度」「４００年に一度」を取材し後世に伝承 

 ②地元紙として 市民の記録を収集・保存・整理・閲覧 
    （デジカメ・ケータイ・スマートフォンの普及⇒膨大な写真・映像・証言が残る初の大災害） 

 ③被災当事者として 「次に備える」防災減災教育に寄与 

 ④インフラとして 全世界からアクセスできるデータベースの構築 
     （検索システム、メタデータの付与と共有、ＡＰＩ公開） 

 ⑤地域再生の一助として コミュニティー再生に役立てる視点 
   （「被災地域のための利活用」を念頭に置いた仕組みづくり） 
 

⇒国の 「東日本大震災アーカイブ」事業に、東北大学とともに参加 
⇒２０１３年１月１７日 暫定運用開始、３月７日 正式運用開始 

河北新報社と東日本大震災 



２０１３年１月１８日 
 河北新報朝刊 

正式オープン時（３月７日） 
 
記事見出し ３５，０００件 
記事イメージ   １４３件 
（グーグルアースに掲示） 

報道写真     ５００件 
 （グーグルアースに掲示） 
市民提供・投稿写真 

 １１，０００件～ 

（3月末 22,000件見込） 
動画    投稿機能追加 

収集・・・記憶を記録 
保存・・・後世に 
整理・・・見やすく 
閲覧・・・だれもが 
活用・・・防災・減災 
       ⇒「風化」に抗う 
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東日本大震災アーカイブ 総務省の構築運用実証事業
【平成２４年度（２０１２年度】 

「東日本大震災からの
復興の基本方針」（平
成23年8月11日改定）  
 
国立国会図書館等と連
携し、東日本大震災に
関わる記録・コンテンツ
を収集・保存し、誰もが
アクセスできて活用でき
る仕組みを提供するこ
とにより、広く国内外に
情報を発信するとともに、
後世における永続的な
保存と活用を実現する
ことを目的とするシステ
ム「東日本大震災アー
カイブ」を構築する。 
 

青森県 

岩手県 

宮城県 

福島県 

宮城河北新報社プロジェクト 

宮城東北大学プロジェクト 

福島プロジェクト 

岩手プロジェクト 

青森プロジェクト 

国立国会図書館（NDL） 

東日本大震災アーカイブ
（ポータル） 

メタデータ 



・ICT環境の構築 
・構築・運用に係るコストや体制 

・震災関連アーカイブ構築 
・震災情報の収集、デジタル化、公開・
利用 
・運用における評価  等 

 被災地域において東日本大震災に関するデジタルアーカイブ（震災関連アーカイブ）を構築し、「東日本大震
災アーカイブ（ポータルサイト）」へ連携。 
 震災関連デジタルアーカイブを構築・運用する際の課題を抽出・検討し、別途作成する「震災関連デジタル
アーカイブ構築・運用ガイドライン」へ反映させるとともに、東日本大震災に関する記録・記憶・資料等を収集・保
存・公開する体制整備の推進を図る。 

「東日本大震災アーカイブ」基盤構築プロジェクト  運用モデル実証（総務省資料から引用） 5 

 

東日本大震災アーカイブ 
（ポータル） 

連携 

○震災関連資料の収集・デジタルアーカイブ構築  
  実施地域：青森県、岩手県、宮城県、福島県 
  収集対象：地域内の地方公共団体、大学・研究機関、報道機関、企業、NPO等 

（運用モデルプロジェク

ト） 

震災関連アーカイブ 

 

（運用モデルプロジェク
ト） 

震災関連アーカイブ 
 

報道機関（河北新報） 

運用モデル実証 

実証調査項
目 

東日本大震災に関する記録・記憶・資料等を収集・保存・
公開体制の整備 

震災関連デジタルアーカイブ構築・運用ガイドライン 
検討結果の反映 

報道資料等 

（運用モデルプロジェク

ト） 

震災関連アーカイブ 
 学術文書 

・ファクトデータ 

（運用モデルプロジェク

ト） 

震災関連アーカイブ 
 

NPO団体等 

活動記録・資料 

（運用モデルプロジェク
ト） 

震災関連アーカイブ 
 

企業 

活動記録等 行政・被災者の記録 

課題の抽出・検
討 

防災・減災対策  

検索・閲覧、活用 

防災教育 

自治体（県市町村） 大学（東北大学等） 



見せるアーカイブ 

•新聞記事と報道写真、市民撮影写真を関連付けて見せるサイト 

•地図とタイムスライダー…地域と時系列の整理で見せるサイト 

•記事と写真でたどる震災の記憶（被災・歩み・祈り…） 

有償システムと無償のアーカイブの切り分け 

•新聞記事見出し３万５千件を無償提供⇒内容は河北ＤＢ（有償）で 

•過去記事（昭和三陸津波、チリ地震津波、宮城県沖地震）デジタル化 

•市民提供写真1万点以上を（権利関係整理の上で）保存・検索・閲覧 

 

地域と連携した幅広いコンテンツ収集活動 

•新聞未掲載の写真数万点の保存・整理と一部公開  

•市民やボランティア団体が撮影した写真の収集・投稿・保存・閲覧 

•復興に至る「今」を記録し続ける⇒次世代に向け育ち続けるサイト 

河北新報震災アーカイブの特徴 



河北新報震
災アーカイ
ブは、ここか
ら入ります。 

河北新報
ニュースサイト
ＫＯＬＮＥＴ
（コルネット） 
トップ画面 







キーワードや日付、地
域を入力して検索 

次へ 



 
 
 
 

この写真とキーワードでつ
ながる記事の見出し一覧 
⇒河北新報データベース

に接続（有料） 



１．震災の記憶・教訓を未来へ語り継ぐ 

  ⇒震災体験を語り継ぐことで「前へ」 人々の思いを紡ぐ 

  ⇒防災・減災教育へつなげる「仕組み」づくり 

  ⇒個別の写真群から、ストーリー性のある資料に成長させる 

  ⇒「生活」にかかわる写真の投稿を増やしたい 

２．被災地の共感、遠方の共感 

  ⇒肖像権と個人情報の壁 「ひとが写らない写真だけでは・・・」 

  ⇒「ムラ社会の輪を乱せない」 写真提供にためらい 

  ⇒「風化」「ひとごと」とのたたかい 

     「次（の災害）に備える」ためにも「見てイメージしてほしい」 

３．手間暇と費用 

  ⇒写真にタグ付け（日時、位置、キーワード）＝労力 

  ⇒サイト運用のメンテナンス 

 

 
大震災から３年目に突入 

（１）震災アーカイブの課題 
 



１．被災地はいまだ「ＩＮＧ」（現在進行形） 
 ①「復興」とは「興す」こと。「きれいに片付いた」で終わりではない！ 
 ②過疎化と高齢化がより深刻に⇒日本の縮図、時計の針進む？ 
 ③福島は災害が「いま」も続いている 
 ④風化させない⇒次の災害へ「わがこと」化 
２．被災地ニーズは、「より多様化・より個別化・より複雑化」 
 ①暮らし向きの対策が必須 住宅・雇用・医療・教育・コミュニティー・・・ 
 ②相反する利害・思惑・感情の対立 「正解」が一つではない難しさ 
３．東北大学に期待するもの 
 ①科学とメディアの連携 大学100周年を記念し2006年度から 
  ・最先端を暮らしに        ・市民の目線で 
 ②夢・創生 未来の基盤につながる研究、次世代の担い手育成 
 ③成長するアーカイブづくり 「ともに手を携えて」  
  ・「いま」を記録し続ける     ・だれもが利活用できる 
  ・ストーリーのある         ・人々の「思い」を紡ぐ 

 ⇒次の災害で、少しでも被害を少なくするために 
 
 
 

大震災から３年目に突入 

（２）被災地の課題／東北大への期待 



ありがとうございました 
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岩手県大槌町役場、２０１２年７月撮影 
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震災遺構 保存か否かも焦点に・・・ 


